
　「文字・活字文化」とは日ごろ耳慣
れない言葉かもしれません。世の中で
見聞するようになったのは、平成１７
年（２００５年）７月に「文字・活字
文化振興法」が施行されてからです。
それほど古いことではありません。
　この法律は、文字・活字文化が人類
の長い歴史のなかで蓄積してきた知識
や知恵の継承と向上、豊かな人間性の
涵養、健全な民主主義の発達に欠くこ
とのできないものであるとの考えか
ら、知的で心豊かな国民生活と社会の
実現に寄与することを目的に制定され
ました。本法律には、文字・活字が生
み出す文化は健全な人間の成長と社会
の形成にとって重要な役割を果たすも
のであると示されています。
　文字・活字文化とは、法律の規定に
よると、活字その他の文字を用いて表
現されたもの（文章）を読んだり、文
章を書いたりする精神的な活動や出版
活動など文章を人に提供する活動など
であると定義されています。
　本法律が制定された背景には、若者
の文字・活字離れや読書離れがありま
す。多くの小学校では、朝読書が定着
し、学校図書館が日常的に利用されて
います。その結果、子どもたちの読書

量が増え、読書習慣が身についてきた
状況が見られます。これまでの取り組
みの成果といえるでしょう。
　ところが、小学生から中学生、高校
生、大学生へと、年齢が上がるにつれて
読書離れの傾向があります。ある調査
によると、大学生の２人に１人が１日
の読書時間が０分だったといいますか
らびっくりします。新聞を読まない人
が増えているという調査結果もありま
す。
　本法律は、こうした現状に社会をあ
げて歯止めをかけ、生活や社会のなか
に文字や活字を文化として根づかせる
ことを目指しています。合わせて、本
法律は、秋の読書週間の初日である１０
月２７日を「文字・活字文化の日」と
定めています。

　図書や新聞などから、新しい知識や
情報を得ることができます。想像力や
創造力を養い、空想を膨らませ、感性
を豊かにします。文章の構成や表現の
仕方を学ぶこともできます。文字や活
字には映像と違った力があります。
　学校教育においては文字・活字から
連想する活動に読書があります。読書
は朝読書のほか、主に国語科の時間に
行われていますが、さらに社会科や

理科、道徳、家庭科、学級活動、総合
的な学習の時間などあらゆる教科等の
学習場面で図書や新聞など文字・活字
媒体を活用し、文章を読む活動を日常
的に充実させることが大切です。
　各学校では、これまで言語活動を充
実させることを課題に取り組んできま
した。言語活動には読む活動のほか、
書く、聞く、話す活動があります。こ
れらの力を総称して言語力といわれま
す。わが国に文字・活字文化を根づか
せるためには、読書活動だけでなく、
文章を書く表現活動をさらに充実させ
る必要があります。
　文章を書くためには書く内容がなけ
ればなりません。自分の考えをしっか
りもっていなければなりません。書く
活動によって、書くための知識や技能
はもとより、構想力や構成力が養われ
ます。思考力、判断力、表現力などの
能力をはぐくむ機会にもなります。
　本法律が、学校教育に対して言語力
を涵養することを求めているのはこう
した趣旨によるものと思われます。
　現在、学校では１人１台の端末の普
及により、文字や文章を手で書くとい
うより、キーボードで文字を打つ活動
が主流になりがちです。読む活動、書
く活動ともに、アナログとデジタルの
それぞれのよさを生かしたハイブリッ
ドな活用が求められます。

全日本コーヒー協会が昭和５８年（１９８３
年）に定めました。この日は「国際コーヒー
の日」でもあります。コーヒーの新年度は
国際協定によって１０月に始まるそうです。
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稲妻の光や火打石の
火のように、きわめて
短い時間を形容した
ものです。ここから転
じて、行動や動作が非
常に敏速であること
をたとえたものです。

電光石火
でん こう せっ か

今月の ことばことば

●文字・活字文化は健全な人間の成長と社会の形成にとって重要な役割を果たすものであ
るとの考えから、平成17年（2005年）に文字・活字文化振興法が制定されました。
●学校教育においては、読書活動の充実を図るとともに、文章を読む・書く活動
を重視し、子どもたちに豊かな言語力をはぐくむことが求められます。

本法律を踏まえた学習活動



　これはイギリスのトマス・アーノル
ドの言葉です。リットン・ストレイチー
の著した『アーノルド博士伝』のなか
に紹介されているそうです。
　アーノルドが１８２７年にパブリッ
ク・スクールの校長に就いたときに、
この言葉を教育方針として明言しまし
た。赴任した当時、学校の教育は荒れ
ていたそうです。
　アーノルドは、“ 教師が教えたいこ
とを教え、暗記させ、知識の量を増や
すことに学校教育の役割があるのでは
ない。子どもたちがいかに学び、いか
にして自己を高め、豊かな自己をより
よく形成していくか。そのための道筋
をしっかりつかませることこそ教育で
ある”と訴えました。そのために大切
なことは「知識を身につける手段」を

教えることだと主張したのです。
　教師の権威と強制力が強く、宗教教
育が重視された時代背景のなかで、学
校では知識そのものを教えることより
知識を身につける手段を教えなければ
ならないという主張は、当時かなり衝
撃的な考え方だったと思われます。
　知識を学習の「内容や対象」として
ではなく、学ぶ「道具」として捉える
考え方、すなわち「方法知」として捉
えることは、今日の「学び方の習得」
につながるものです。これはラーニン
グ・スキル（学習技能）を身につける
指導です。アーノルドの考えは、知識
を魚にたとえると、子どもたちに「一
匹の魚」を与えるのではなく「魚の取
り方」（学び方）を身につけさせるこ
とを重視したものといえます。 

　文部科学省は、令和５年度の公立小
学校における英語教育実施状況の調査
結果を公表しています。調査対象の小
学校数は１８，５６０校です。
　英語教育の担当教員数（延べ人数）は、
３・４年が８２，９９７人、５・６年が
８０，４７８人でした。担当している教員
の内訳は、学級担任がもっとも多く、それ
ぞれ５０，３７５人と３８，０６４人、次
いで、当該小学校に所属する専科教員が
それぞれ１６，６２０人と２０，７９９人
でした。
　小学校教員の英語力についても調査
しています。英語免許状を所有してい

る教員は、３４９，２４０人のうち、２５，０４０
人でした。また、英語能力に関する外部
試験を受験し、ＣＥＦＲのＢ2 レベル
相当以上を取得している教員は、対象
にした８５，８４７人のうちわずか３，６８３人
でした。
　多くの小学校では、学級担任が十分
な英語力がないままに、英語科や英語
活動の指導を行っていることが明らか
になりました。英語教育の指導体制に
は多くの課題がありそうです。
　文部科学省がこれらの調査結果をど
のように分析・検討し、英語教育の充
実のためにどのような施策を打ち出す
のかを見守っていきたいものです。
　英語授業の具体的な状況についても
調査しています。結果は文部科学省の
ホームページで見ることができます。

◎定期送付の学校や先生方へ　送付先・部数等に変更のある場合は、右記にご連絡ください。　株式会社文溪堂 営業部 営業企画課　FAX.058-322-2224　Eメール bunkeido@bunkei.co.jp
◎「ぶんけい教育の小径」で検索すると、「教育の小径」のすべてのバックナンバーがご覧いただけます。
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英語教育の実施状況
　学校での清掃活動は、学習指導要領
（学級活動）に示されているように、
学校における教育指導の場として位置
づいています。日ごろ生活している教
室などを綺麗にする清掃活動には、自
己の役割を自覚させ、協力して働くこ
と（協働）の意義や大切さを体感させ
るという重要なねらいがあります。
　清掃の場所が複数あると、教師の目
がゆき届かないこともあります。教師
が適切に関わらないと、悪ふざけをす
る子どもやまじめにやらない子どもが
でてきます。たかが清掃と捉えるので
はなく、生徒指導や道徳教育の貴重な
場として指導を重視します。
　清掃の時間は学校によって多少違っ
ていますが、大抵は１５分から２０分
程度でしょう。短時間に、能率的、か
つ綺麗に終えるようにするためには、
仕事の内容や箇所を分担し、リーダー
（班長）を中心にチームワークよく実
施することが求められます。
　近年、雑巾が絞れない。雑巾で床が
拭けない。箒の使い方がわからないな
どの課題を耳にします。モップの使い
方を知らない子どももいます。家庭で
雑巾や箒などを使って掃除をしていな
いためと思われます。早い時期に、掃
除用具の正しい使い方や仕舞い方を教
え身につけさせる必要があります。
　ある学校では「無言清掃」を実践さ
せています。お喋りをせず、清掃に集
中させるためです。その結果、清掃が
短時間で終わり、以前と比べて綺麗に
なったといいます。何より、子どもた
ちが集中力を発揮して主体的に取り組
むようになったそうです。
　清掃活動を子どもたちと教師が共に
働く場として生かしたいものです。

清掃指導のポイント

編　集　後　記
電子書籍ユーザーになって早や10年。以前は「本は紙で
ないと…」と思っていたのですが、いざ使ってみるとその
使い勝手に驚嘆しています。特に便利なのが、文字の大
きさを変えられる機能。年々小さい字が読みにくくなっ
ている身には、まさに福音。最近はオーディオブックも
普及し始めましたし、パピルスの昔から続いている紙の
本文化も転換点に来ているのかもしれません。　（H記）
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防災訓練や避難訓練を行う
だけではなく、その意義や必要性を
子どもたちに認識させることの
重要性を説いた一書！

自然災害防止教育と

学校の役割
\ ご注文は文溪堂代理店まで /


